


明けましておめでとうございます。
今年は東京オリンピック、パラリンピック開催で何かと華やかで浮き浮きした年かもしれません。かく言う私は、1964
年に東京オリンピックの開会式に参加しております。その当時の開会式の記憶もさることながら、宿泊した東京のホテ
ルのロビーにあったカラーテレビの衝撃の方が大きかったような記憶があります。
一方、今年は、少子高齢・人口減社会を睨んでの医療政策の方向性を導く診療報酬改定があります。また、三
位一体の改革としての地域医療構想、働き方改革、医師偏在対策の施策や議論がさらに先鋭化するだろう年と
なります。
これらに対応しつつ、また高齢社会の到来において全国、いや世界の先を行く能登の地での現状維持は衰退であ
り、一歩前進こそが私たちのミッションとなるに違いありません。われわれは、社会の、患者さんの、そして一緒に働く仲
間の価値観の変化に気付き、医療の質向上とPX（Patient Experience：患者経験価値）の追求、病気治
療の枠を越えた生活支援サービスの提供と協働、働き方改革と効率化のためのICT、AIやRobotの導入などに向
かって積極的に挑んでいきたいと思います。
今年もよろしくお願いします。

2020年 元旦
けいじゅヘルスケアシステム

理事長 神野正博

一歩前へ～
高齢社会に挑む

AYUMIEYEの結果表をもとに、石川県立大学 宮口
教授監修によるFoot活体操を行います。
Foot活体操のメニューは10種類あり、一人ひとりに合っ
たメニューを選ぶことができます。また、衰えた筋肉を的
確に鍛えるFoot活体操に対し、ファンクショナル・トレー
ニングと呼ばれる、筋肉全体を鍛えるメニューも考案さ
れており、バランスよく運動できます。

Foot活プロジェクトは、「病気になる前の人たちを如何に元気にするか」という視点のもと考案され
た歩行改善プロジェクトです。AIを利用した歩行解析デバイス「AYUMIEYE（あゆみあい）」を
用いて歩行機能の質を見える化します。現在、けいじゅヘルスケアシステム内の介護施設から導
入を開始しました。

人生100年時代を元気に過ごして

いただくために「活躍プロジェクト」を

企画し、地域の活性化に取り組ん

でいます。今年の7月には「脳活」と

して、脳機能改善サプリを配合した

溶けないアイスの販売を開始、11

月には第二弾としてFoot活プロジェ

クトをスタートいたしました。

※「フレイル」とは、筋力等が衰えた高齢
者の介護を必要とする一歩手前の状態
のことです。
厚生労働省は来年度より75歳以上を対
象に「フレイル健診」を実施することを発
表しています。

足本来の機能を取り戻す Foot活プロジェクト始動

活躍プロジェクト始動

足から「満足」のいく生活を

人間は体表の2％の足裏で歩く、走る、飛ぶなどの動作を行っていま
す。足は「第二の心臓」とも呼ばれています。これは、足が心臓と同じ
役割を果たしていることに由来しています。
足が満ちると書いて「満足」ですが、私たちが健康で元気な生活を送
るためには、足が健康である状態を維持しなければなりません。

人生100年時代

Foot活プロジェクト記者会見
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脳活アイス
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Foot活
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Coming Soon…

■AYUMIEYE 結果表 【歩く質を見える化】

点数評価

バランスマップ 提案

「推進力」「バランス」
「リズム」の3点から分析

分析

分析した歩行を
見える化

個人に合わせた
Foot活体操の
メニューを提案

分析した歩行を
点数で評価

■Foot活体操 【歩行機能の改善】

お問い合わせ
「Foot活について」とお問い合わせください
けいじゅサービスセンター TEL：0767-52-2300
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